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１．はじめに
　光村図書の国語の教科書（小学校３年）は、「言葉
の形」について、（１）のように述べている（国語の
教科書は縦書きなので、「左の 　　 （四角）でかこん
だ形が」となっている）。
（１）文の中で、いろいろに形をかえる言葉がありま
す。国語辞典では、ふつう、左の 　　 （四角）
でかこんだ形が、見出し語になっています。
　　　　　　書かない
　　　　　　書きます
　　　　　　 書く　　　　　……
　　　　　　書くもの
　　　　　　書けば
　　　　　　書こう
国語の授業では、（１）の「形」とは違う意味で「形」
という言葉が使われることがある。例えば、（２）の
ように「形」という言葉が使われることがある。
（２）「未」と「末」は、形が似ているので、注意し
ましょう。
（１）の「形」が言葉の発音を意味しているのに対
し、（２）の「形」は言葉を表記する文字の「形状」
を意味している。（１）では「❺ことばの、意味内容
的側面に対して、形式的（＝音声的）側面。」（『明鏡
国語辞典』、大修館書店）という意味で「形」という
言葉が使われているのに対し、（２）では「❶見たり
触れたりしてとらえることができる物の姿。物体のも
つ外形。形状。」（『明鏡国語辞典』、大修館書店）とい
う意味で「形」という言葉が使われている。教師は、
（１）の「形」と（２）の「形」を決して混同しては
ならない。本稿は、国語の授業で注意すべき言葉であ
る「形（かたち）」、「形（けい）」をめぐって考察して
いく。
２．発音、意味、文字
　言うまでもなく、ある言葉の発音、ある言葉の意
味、ある言葉を表記する文字は、それぞれ異なるもの
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である。発音が同じか（同音か）、意味が同じか（同
義か）、文字が同じか（同字か）で組み合わせを考え
ると、次の８通り考えられる。
（Ａ）同音○　同義○　同字○
（Ｂ）同音○　同義○　同字×
（Ｃ）同音○　同義×　同字○
（Ｄ）同音○　同義×　同字×
（Ｅ）同音×　同義○　同字○
（Ｆ）同音×　同義○　同字×
（Ｇ）同音×　同義×　同字○
（Ｈ）同音×　同義×　同字×
　１つずつ見ていこう。最初の「同音○　同義○　
同字○」の（Ａ）は、単一の語である。「犬」という
言葉は、「犬」という言葉と、発音、意味、文字が同
じである。「同音○　同義○　同字×」の（Ｂ）とし
ては、「静かだ」、「閑かだ」をあげることができる。
「静かだ」と「閑かだ」は、どちらも「しずかだ」と
発音し、意味も同じである（「静かだ」と「閑かだ」
では、微妙な意味の違いがあるという方もいるかも
しれないが、ここでは同じとしておく）。しかし、表
記する際に使われる文字は異なる。「同音○　同義×
　同字○」の（Ｃ）としては「（競輪の）バンク」と
「バンク（銀行）」を、「同音○　同義×　同字×」の
（Ｄ）としては「花」と「鼻」をあげることができ
る。（Ｃ）と（Ｄ）は、いわゆる同音語である。「同
音×　同義○　同字○」の（Ｅ）としては、「剣（け
ん）」と「剣（つるぎ）」をあげることができる（「剣
（けん）」と「剣（つるぎ）」では、微妙な意味の違い
があるという方もいるかもしれないが、ここでは同じ
としておく）。漢字の音読みと訓読みは、（Ｅ）とな
ることが多い（「文（ぶん）」と「文（ふみ）」のよう
に、後で述べる「同音×　同義×　同字○」の（Ｇ）
となることもある）。「同音×　同義○　同字×」の
（Ｆ）としては、「酸素」と「Ｏ２」をあげることがで
きる。「酸素」と「Ｏ２」は、意味は同じと考えてよ
いが、発音と文字は異なる。「同音×　同義×　同字
○」の（Ｇ）としては、「工夫（くふう）」と「工夫
（こうふ）」をあげることができる。発音と意味は異な
るが、表記する際に使われる文字は同じである。最後
の「同音×　同義×　同字×」の（Ｈ）は、異なる２
語である。「犬」という言葉と「猫」という言葉は、
発音、意味、文字すべてが異なる。ここまでをまとめ
ると、次のようなる。
（Ａ）同音○　同義○　同字○
　　　単一の語
（Ｂ）同音○　同義○　同字×
　　　「静かな」、「閑かな」
（Ｃ）同音○　同義×　同字○
　　　「（競輪の）バンク」、「バンク（銀行）」
（Ｄ）同音○　同義×　同字×
　　　「花」、「鼻」
（Ｅ）同音×　同義○　同字○
　　　「剣（けん）」、「剣（つるぎ）」
（Ｆ）同音×　同義○　同字×
　　　「酸素」、「Ｏ２」
（Ｇ）同音×　同義×　同字○
　　　「工夫（くふう）」、「工夫（こうふ）」
（Ｈ）同音×　同義×　同字×
　　　異なる２語（「犬」、「猫」）
　以上のようなことは、基本的には、どの言語でも起
こることだろう。以下に示すように、英語でも８通り
成り立つ。
（Ａ）同音○　同義○　同字○
　　　単一の語
（Ｂ）同音○　同義○　同字×
　　　「whisky（英語）」、「whiskey（アメリカ英語）」
（Ｃ）同音○　同義×　同字○
　　　「bank（土手）」、「bank（銀行）」
（Ｄ）同音○　同義×　同字×
　　　「night」、「knight」
（Ｅ）同音×　同義○　同字○
　　　「today」、「today（オーストラリア英語）」
（Ｆ）同音×　同義○　同字×
　　　「fall」、「autumn」
（Ｇ）同音×　同義×　同字○
　　　「tear（涙）」、「tear（裂け目）」
（Ｈ）同音×　同義×　同字×
　　　異なる２語（「dog」、「cat」）
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３．２つの「形（けい）」
　言葉を問題にする文脈（例えば、（１）のような文
脈）では、「形」という言葉は「❺ことばの、意味内
容的側面に対して、形式的（＝音声的）側面。」とい
う意味で使われることが一般的である。
（１）文の中で、いろいろに形をかえる言葉がありま
す。国語辞典では、ふつう、左の 　　 （四角）
でかこんだ形が、見出し語になっています。
　　　　　　書かない
　　　　　　書きます
　　　　　　 書く　　　　　……
　　　　　　書くもの
　　　　　　書けば
　　　　　　書こう
それならば、発音が同じ言葉を同形語と呼んでもよ
さそうである。「（競輪の）バンク」と「バンク（銀
行）」、「花」と「鼻」、「bank（土手）」と「bank（銀
行）」、「night」と「knight」を同形語と呼ぶのであ
る。しかし、これらは、通常、同音語と呼ばれ、同形
語と呼ばれることはない。
　同音語に比べて馴染みはないかもしれないが、同形
語という言葉は存在する。日中同形語というときの同
形語である。注意すべき日中同形語として、日本語の
「愛人（あいじん）」と中国語の「愛人（あいれん）」
がよく取りあげられる。日本語の「愛人（あいじん）」
と中国語の「愛人（あいれん）」は、表記する際に使
われる文字は同じであるが（ここでは字体の違いは問
題にしないことにする）、発音と意味が異なる。中国
語の「愛人（あいれん）」は、「主人、家内」という意
味である。日本語の「愛人（あいじん）」と中国語の
「愛人（あいれん）」は、上述の（Ｇ）にあたる。
（Ｇ）同音×　同義×　同字○
　　　「愛人（あいじん）」、「愛人（あいれん）」
　「言葉の形」について説明している教科書は、小学
校３年を対象にしたものなので、あまり難しい言葉
が使えない。よって、「書かない　書きます　書く　
書くもの　書けば　書こう」の中の「書く」で国語辞
典を引くようにとしているのであろう。中学校レベル
なら、「書く」という終止形で国語辞典を引くように
とするところである。ここで教師が注意しなければな
らないのは、「終止形」の「形（けい）」と「同形語」
の「形（けい）」は、内実がまったく異なるというこ
とである。「終止形」の「形（けい）」は「❺ことば
の、意味内容的側面に対して、形式的（＝音声的）側
面。」という意味の「形」に対応し、「同形語」の「形
（けい）」は「❶見たり触れたりしてとらえることがで
きる物の姿。物体のもつ外形。形状。」という意味の
「形」に対応している。「終止形」の「形（けい）」が言
葉の発音のことであるのに対し、「同形語」の「形（け
い）」は言葉を表記する文字の「形状」のことである。
４．おわりに
　「形」という言葉の基本的意味は、「❶見たり触れた
りしてとらえることができる物の姿。物体のもつ外
形。形状。」だろう。「同形語」の「形（けい）」はこ
の基本的意味に対応しているのだから、「同形語」と
いう言葉はまったく問題ないと思われるかもしれな
い。しかし、言葉を問題にする文脈では、「形」とい
う言葉は「❺ことばの、意味内容的側面に対して、形
式的（＝音声的）側面。」という意味で使われること
が一般的である。この意味に対応していない「形（け
い）」が使われている「同形語」という言葉は、無用
な混乱を引き起こしかねないので、使わない方がよい
だろう。石井（2016）も、「同形語」について（３）
のように述べている。
（３）「日中同形語」などという場合の「同形語」と
は、同じ文字（漢字）を使って表記する語群の
意であり、正確には「同表記語」「同字語」な
どというべきであって、これを「同形語」と呼
ぶのは、本来は好ましくない。
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